
令和７年度学校評価計画書 

                                           学校名（阿品台東小学校） 

評価計画 自己評価 
学校関係者評価 

コメント 
改善方策 

中期経営目標 

（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 

（めざす児童生徒像） 
目 標 達 成 の た め の 方 策 評価項目・指標 目標値 

中間 

8月 

最終 

2月 
達成度 

評

価 
・結果と課題の分析   

基礎・基本の定

着 

◎基礎学力の

確実な定着を

図る。 

・標準学力調査の結果の共有と抽出

児童（ステップ２）への全職員によ

るアセスメントの実施 

・全ての児童が参加し、わかる授業

づくり（UD・ICT活用） 

・デジタルドリルや音声計算活動等

による既習事項の反復練習や語彙を

増やす活動 

・学びを自己調整できるような振り

返りの充実 

・地域学校協働本部と連携した放課

後学習の実施 

☆廿日市市学力定着状況調査

（４年・１月実施）にあわせて

３年生以上で実施する標準学

力調査（国語・算数）の結果、

ステップ（到達度）１・２の割

合。 

 

 

 

☆学期末単元テスト（国語・算

数）の「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力」の結果、学級

平均の結果が期待平均値を上

回った学級数。 

☆児童アンケート 

「振り返りをすることで、勉強

した内容や学び方、役に立つか

等について考えることができ

た。」 

 

国語 

30％ 

未満 

算数 

30％ 

未満 

 

 

 

 

8/11 

学級 

 

 

 

 

80％ 

 
 
－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国 
7/11 
算 

5/11 

 

 

 

86％ 

 

 

国

24.1

％ 

算 

34.5

％ 

 

 

 
国 
8/11 
算 
6/11 

 

 

 

82% 

 

 
 
 
 

124％ 
 
 

87％ 
 
 
 

 

 

 

88% 

 

 

 

 
103% 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

Ａ 

・ステップ１・２の児童の割合は、国語24.1％、

算数 34.5％であった。国語は目標を達成した

が、算数は目標を達成することができなかっ

た。学期末単元テストについては、期待平均値

を上回ったクラスは、国語「知識・技能」「思

考力・判断力・表現力」、算数「知識・技能」

は８クラス、算数「思考力・判断力・表現力」

は４クラスで、中間よりも少し増えた。 

・国語の漢字や言葉、算数の基礎的な計算力に

ついては概ね定着してきた。全ての児童にとっ

てわかる授業づくりを意識したことや、反復練

習による効果が出てきていると捉えている。   

しかし、算数の思考力については課題があり、

基礎的な計算力の個人差が大きく、学年が上が

るにつれその差が大きくなっていることが影

響していると考えられる。 

・学習の振り返りについては、前回よりも４％

下がっている。振り返りの時間をしっかり確保

していく必要がある。 

・また、今後に向けて生活科・総合的な学習の

時間では、単元の途中で自らの学びを振り返ら

せ、どう学んでいくのかについて調整させる場

面を設けるなどの工夫が必要である。 

・漢字や計算など、反復練習

が思考力の定着につながる

までには、十分に体得するま

で習熟させることが大切で

ある。 

・タブレット学習で基本的な

操作に課題のある児童への

支援や工夫がいるのではな

いか。 

 

 

・国語科では、漢字や構成を

意識した文章を書くことに

課題が見られた。日記等で漢

字を使う習慣をつけていく。

また，「聞き耳タイム」で、

段落を意識して感想を書か

せていく。 

・算数科では、計算の仕方の

説明や文章問題の立式に課

題が見られた。授業の中で計

算の仕方を説明したり、問題

文をイメージする力を養う

ため問題文からわかる情報

を整理し、イラストや図にす

る時間をとっていく。 

・基礎学力の定着を図るた

め、引き続き、既習事項の復

習や、実態に応じた反復練習

を継続する。 

・振り返りを書く時間を確保

するとともに、振り返りの視

点を明確にし、次の学習につ

ながるようにしていく。 

・タブレット操作に課題があ

る児童へは、友だちとの関わ

りの中で操作に慣れていくよ

うにする。 

主体的に課題

解決をする児

童の育成 

自分で考え自

分から取り組

む児童の育成 

【教科指導部】 

・選択と自己決定及び対話の場を設

定した授業づくり 

・自ら学びに向かえるような学習環

境の整備 

・児童主体の課題解決学習の充実（総

合的な学習の時間を中心に全教科

で） 

 

 

【生徒指導部】 

・代表委員会や委員会活動を中心と

した、児童主体の活動の充実（学校

をよりよくする運動、ゆびとま 等） 

【健康教育部】 

・生活きらり週間による生活習慣の

見直しと取組 

 

☆全国学力・学習状況調査児童

質問調査 

「課題の解決に向けて、自分で

考え、自分から取り組む児童の

割合」【市共通項目】 

 

☆児童アンケート 

「問題や課題について、自分で

考え、自分から進んで取り組ん

でいる。」(教科指導部) 

 

「よりよい学校生活を目指し

て、自分で考え自分から取り組

んでいる。」(生徒指導部) 

「生活課題を自分で考え、取り

組むことができた。」９月・１

月実施(健康教育部) 

 

80％ 

 

 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

75％ 

 

 

 

 

70％ 

 

73％ 

 

 

 

 

 

85％ 

 

 

 

 

84％ 

 

 

 

 

87.2％ 

－ 
 

 

 

 

 

88% 

 

 

 

 

82％ 

 

 

 

 

79.2% 

91.3％ 

 

 

 

 

 

110％ 

 

 

 

 

109% 

 

 

 

 

124% 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

Ａ    

 

・学習に対して、自分から取り組んでいる児

童の割合は88％で、中間よりも３％上昇した。

高学年児童の肯定的回答も84％と目標値を上

回った。児童にとって必要感のある話題で友

だちと対話をする場を設けたことで、主体的

に課題解決をすることができたと考える。 

 

・児童の主体性を尊重した活動の推進により、

よりよい学校づくりに対する認識が高まると

ともに、活動に参加した児童の達成感や満足度

が肯定的な回答につながっている。 

 

 

・最終の結果は目標値よりポイントは高いもの

の、中間よりは結果が落ちている。生活きらり

週間だけの取り組みではなく日常的に生活習

慣を省みることを意識させていかなければい

けないと考える。 

・児童の学習への意欲は「面

白い」と感じられるかどうか

である。快：不快が左右され

る。児童がやってみよう、や

ってみたいと感じられる活

動を仕組むことが大切であ

る。 

 

・「ゆびとま」はこれからも取

り組んでほしい。 

 

・長時間、深夜までＳＮＳを

使っている児童は、登校時に

元気が見られない傾向にあ

る。「生活きらり週間」などで

の取組を通して、保護者にも

生活リズムを整えることの大

切さに意識を向けてもらえる

ように発信でいるとよいので

は。 

・児童が自分事として考えら

れるような課題を工夫し、

様々な学び方や協働的に課題

解決できる場を設定してい

く。 

・今後も、児童の課題意識を

基にテーマを設定し、可能な

限り児童の主体性に委ねた効

果的な活動を推進する。また

活動に対する職員の好意的な

フィードバックや児童相互の

評価活動を通して価値付けを

していく。 

・保健だよりや学年だよりを

通して、保護者に生活習慣の

見直しを呼びかける。また，

児童には、生活きらり週間だ

けではなく、常日頃から生活

リズムを整えることを児童

に促す。教師の意識改善も図

っていく。 



自己有用感の

育成 

（中学校区共

通） 

◎「つながり」

の主体化・日常

化を図る。 

〇児童の主体的活動の工夫・充実 

・「ゆびとま」等の児童の思いや願い

を実現させる日常的な取組 

・ピア･サポートの活動（行事、学習） 

・ひがしみつけ（掲示で共有する） 

・縦割り班掃除の充実 

〇居場所感を高める取組の導入 

・安心できる学級づくりの理論研 

・適応間尺度（アセス）を反映した

児童理解と個別の支援 

☆児童アンケート 

「自分はまわりの人の役に立

っていると思います。」 

 

☆児童アンケート 

「自分のよさは周りの人から

認められている。」 

 

 

 

80％ 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

 

76% 

 

 

 

78% 

 

 

 

80％ 

 

 

 

83％ 

 

 

 

100% 

 

 

 

103% 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

 

・低学年児童と比較して高学年児童の回答に

否定的な傾向が表れている。このことは、発

達段階によるものもあると思われるが、高学

年にもより役に立っていると感じることがで

きる取組や声かけを増やしていく必要があ

る。 

・児童への他者評価が可視化され、児童が適

切に肯定的な自己評価ができる手立てを行っ

てきた効果だと捉えている。今後も効果的に

に取り組む必要がある。 

 

・高学年が低学年に比べて肯定

的な回答が低いのが気になっ

た。            

 

・異学年で活動することが日

常化しており、当たり前のこ

とになっているため、「でき

ている」という認識が薄いの

ではないか。 

 

 

・日常的に取り組んでいるピ

ア・サポートやひがしみつ

け、縦割り班活動等につい

て、職員の肯定的なフィード

バックや児童相互の評価活

動を通して、価値付けをして

いく。 

 

健康的な生活

と運動への関

心の向上 

体を動かすこ

とが楽しいと

感じる児童の

育成 

〇年間を通した体を動かす活動（体

力つくり） 

・学級遊びや縦割り･全校遊び等の取

組 

・児童主体の体を動かすイベント（年

に1回） 

・体育の授業における工夫（職員研

修） 

☆児童アンケート 

「外で運動したり遊んだりし

ています」（アンケート問１

１） 

 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

83％ 

 

 

 

 

88.8％ 

 

 

 

 

104％ 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

・全体でのアンケートの肯定的な回答は目標

値を超えている。しかし、高学年だけを見て

いくと、否定的な意見の割合が大きくなって

いる。今後に向けて児童主体の体を動かすイ

ベントとして体育館を開放し全体遊び等の取

り組みを行うのが効果的ではと考えている。 

また、3 学期に肯定的な回答が増加している

点から、否定的な回答の要因として、「暑さ」

が考えられる。 

・時代とともに遊びの質が変

わってきており、体を使う遊

びを紹介し、取り組んでみて

は。 

・暑い日の遊び場の確保とし

て、空いている時の中学校の

体育館の使用も要検討。 

・サーキットトレーニングな

どを取り入れて、小学生のう

ちに筋力をつけることが大

切。 

・否定的な意見の要因として

考えられる「暑さ」の対応と

して、室内で行える運動を推

奨していく。暑さにより外で

遊べないという日が続いた

ため、遊べる環境の確保やア

ンケート内容の検討も行う。 

教職員が自らの

意欲と能力を発

揮できる教育環

境の整備 

◎子供と向き

合う時間の確

保に努める。 

・クリエイティブﾃﾞｰの充実 

・定時退校日の設定 

・会議の事前の時間設定（資料の事

前配布含む）  

・部会、学年会等における業務改善

（見直し、整理等）の充実 

☆教職員アンケート 

「子どもと向き合う時間が確

保できていると感じる。」 

 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

 

72％ 

 

 

 

 

71％ 

 

 

 

 

89％ 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

・29％の教員が子供と向き合う時間の確保が

できていないと感じている。担う仕事が、役

職に応じてそれぞれにあるが、業務内容をで

きるだけ公平にすることも一考しなければな

らない。 

・事務時間の確保のためクリエイティブデー

の実施や研修回数を必要最低限に設定する等

工夫をしてきている。成績処理週間には、児

童を５校時で下校させることも行っている。

さらに時間の確保ができる時期はないか、可

能性を探る必要がある。 

・生徒指導上の課題に対して、丁寧に対応し

ていることも起因している。生徒指導の未然

防止のためにも、情報収集と早期発見・対応

情報共有を今後も意識して取り組んでいく。 

・先生方の勤務時間が超過し

ていることについては、どれ

だけその時間を縮めること

ができるかを検討できると

よい。先生方が元気で児童に

向き合う為にも大切。 

・先生方が、どういう状態を

「子どもと向き合っている」

ととらえているかによって、

アンケートの数値が異なっ

てくるのではないか。 

・提示されている退校時刻を

守り、できるだけ早く退校で

きるように声をかける。 

・会議を水曜日には入れない

ようにして、定時に退校でき

る職員を増やす。 

・本校の実態に合った「チー

ム担任制」を取り入れ、チー

ムで児童を見ることにより、

職員が時間にゆとりが生ま

れたと実感できるようにし

ていく。 

・どういう状態を「子どもと

向き合っている」のかについ

っての周知や確認を行う。 

開かれた学校づ

くりに努め、家

庭・地域との協

働・信頼関係を

構築する。 

地域への関心

と愛着を持た

せる教育活動

を進める。 

・保護者や地域への迅速かつ適切な

対応 

・コミュニティースクールの活性化 

・通信、HPによる情報発信 

☆保護者アンケート 

「学校の取組に満足してい

る。」 

 

 

 

 

90％ 

 

 

 

 

95.6% 

 

 

 

 

95％ 

 

 

 

 

106％ 

 

 

 

 

Ａ 

 

・多くの保護者には肯定的な評価をいただい

ているが、一部の保護者には、満足してもら

えていない傾向がある。今回のアンケートに

あがった意見に対して、全教職員で共有して、

今後に向けて改善点等協議していく。そして

可能な意見に対して答えていくなどして、さ

らに満足度が上がるように努めていく。 

・地域の愛着と関心を持たせ

る活動をどれだけ仕組むか

が大切。地域のことを語れる

児童に育ってほしい。そのた

めにも、地域の特色の歌や行

事に触れさせることが大切。 

 

・生徒指導対応や環境整備な

ど、児童が安心安全に学校で

過ごせるよう職員や地域の

方々との連携を更に密にす

る。  

・保護者アンケートからの要

望に可能な内容には応えて

いく。 

・地域を題材とした学習内容

の整理と見直し、学習内容の

工夫を呼び掛ける。 

Ａ：１００％  Ｂ：１００％未満～８０％以上   Ｃ：８０％未満～６０％以上   Ｄ：６０％未満 

 

 

○ 短期経営目標のうち、本年度の重点目標については、◎印で示し、◎印は全体を通して３項目以内とする。 

○ 重点目標を中心に「評価項目・指標」（めざす姿）を精選し、取組を進めること。 

○ 別途提示している「廿日市市学校評価共通項目」が「評価項目・指標」に含まれていることを確認すること。（【市共通項目】⇒廿日市市教育委員会の重点施策） 


